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学習院大学人文科学研究所シンポジゥム
東アジア古代の都城の源流
日時　2003年12月10日（水）　午後4時30分より
場所　学習院大学北2号館10階大会議室
司会　鶴間和幸・鐘江宏之（史学科）
参加者　約130名
（鶴間・鐘江）：さて本日は「東アジア古代の都城の源流」と題して、中国と日本の研究者
をお招きしてシンポジウムを開くことができました。古代の都城といえば中国では長安とか
洛陽、日本では藤原京とか平城京を思い浮かべることでしょう。日本古代の都城のプランが
中国の影響を受けていることは、だれでもが知るところですが、いったいどのようなところ
が似ているのか、逆にどのようなところが違うのか、これまでもいろいろ議論されてきまし
た。いまあらためてこの問題を見直したいのは、都城の発掘の進展によって議論の内容も変
わってきたわけですから、現在はいったいどうなっているのかが気にかかるからです。本日
は現在の最先端の研究から、その点が明らかにされることでしょう。
　お二人の講師の先生を紹介します。王維坤先生は1962年陳西省生まれ、西北大学歴史系考
古専門を卒業され、77年からは北京大学の宿白教授の指導を受け、86年同志社大学大学院に
留学、94年同志社大学で博士の学位を取られました。現在は西北大学の教授です。専門は中
国考古学で、唐三彩、唐代壁画などの論文のほか、日中の比較都城の研究をされています。
著書に『中日の古代都城と文物交流の研究』（朋友書店、1997年）などがあります。ちょう
ど京都大学人文科学研究所の客員教授として来日中ですので、講演をお願いしました。
　もうお一人の佐藤信先生は1952年東京都のお生まれで、東京大学の大学院を卒業の後、
1979年から奈良国立文化財研究所（現在独立行政法人奈良文化財研究所）で平城京の発掘調
査に従事され、東京の文化庁文化財保護部記念物課に移られてからも、全国の文化財保護等
にお忙しい毎日でした。その後、聖心女子大学助教授を経て、現在では東京大学大学院教授
としてご活躍中です。主要著書に『出土史料の古代史』（東京大学出版会、2002年）、『古代
の遺跡と文字資料』（名著刊行会、1999年）、『日本古代の宮都と木簡』（吉川弘文館、1997年）
があります。
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質疑応答
（鐘江）これから簡単に質疑を行いたいと思いますがそれに先立ちまして、何かもし、佐藤
先生のお話を受けて、王先生のほうでお話しされたいことがあれば、手短にお話ししていた
だきたいと思います。
（王）先ほど、佐藤先生の講演の中で、いろんなことを勉強しました。その、一つとして、
藤原京ですが、私は今は、その研究はまだまだです。その次に、中国の都城の比較ばかり
じゃなくて、東アジアの都城を一緒に調べて研究する必要があります。先ほどの私の話の中
でも、今の大明宮の発掘ですけども、昔の渤海国や日本の都城はいずれも中国の都城の影響
を受けて造ったものです。今の問題点は、中国はその元を残していないということです。逆
にですね、いま渤海の都城と日本の平城京から、検討して、中国の都のことを復元すること
ができる。私は考古学者ですから、一番日本に感謝したいのはですね、日本の物です。日本
はよく保護する。中国は不注意で、あった物があるいは無くなる。喪失します。これには私
はちょっとがっかりという気持ちがあります。第二の問題は、先ほどの佐藤先生のお話の中
のことで、実はですね、最近私が検討しました問題があります。実は、都・宮廷とですね、墓、
陵は、密接な関係があります。今まで、誰もそういうふうには言っていないですが。先ほど
の佐藤先生の話で、四方ということを重視していました。実は、漢代に都だけでなく墓でも
全部、四方という形です。墓の下の部分はそういう形です。断面図を書くと、こうなります。
これは中国の文献の中に詳しく書いてあり、方中という名前です。なぜ方中かと言えば、下
の部分が四方的で、上の部分が陵になる、そういう形です。この上に、そういうふうに合わ
せてぴったり埋める。もし、下の部分が長いとか細長くなると、上の部分は埋めない。そう
しないと、盗掘しやすいです。ですから、漢の時代は、いずれもそういう形。唐の時代に入
りますと、陵墓の制度は変わりました。今まで発掘された物は、いずれも一番高いレベルの
二つの墓室です。ですから私が今考えるところ、この後室は宮城にあたる。前室は皇城に当
たる。これは私の最近の研究です。今度、京大の客員教授として、半年こちらに来て、今ま
でにこの論文を7万字書きました。よければ来年ですね、京大の『東方学報』という雑誌に、
私の新しい説を発表することになります。皆さん、賛成しない場合は、どんどんご意見を出
してください。私は、賛成よりも、違う意見を聞きたい。今まで、誰も言っていないことを、
私は研究するので、間違いか、正しいかは、これは（支持される）数字によるところでしょ
う。ですから、皆さんのご意見を、聞くことができれば私は幸いです。
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（鐘江）どうもありがとうございました。佐藤先生のほうはいかがでしょうか。
（佐藤）一つだけ付け加えるとすると、今日は藤原京のお話ということで、渤海の都城につ
いては省略してしまったのですけれども、王先生のお話にあったように、渤海の上京竜泉府
のありかたは、私も長安城にそっくりだと思っております。上京竜泉府の場合は、羅城も
ちゃんと残っています。一度現地を訪れたときに、日本では見ることのできない羅城の遺構
がまだ高い高まりとして残っているのに登って、感激したことがあります。全体のプランも、
大変長安にそっくりです。そうしますと、先ほど王先生のお話にあったように、長安と上京
竜泉府、長安と平城京というのが、それぞれ、親子関係あるいは兄弟関係、そういうことに
なってくるかもしれません。また、都のありかたとしては、中国の周辺の国家群にはそれぞ
れまた王城があるわけです。ベトナムにも一私はベトナムのことはよく知りませんけれど
も　　あるわけで、あるいはチベットにもあると思いますし、そういう、大きく「古代都市」
と私は言ってしまいますが、あるいは伝統都市のありかたというものを、これから比較研究
して、それぞれの国の研究者同士も交流しながら共同研究できればいいと思っております。
そういう意味では今回の企画を、学習院の人文科学研究所で企画していただいたことは大変
ありがたいと思います。あとは、私よりも専門の研究者の方が何人も会場に来ておられます
ので、そちらのご意見を聞いていただきたいと思います。
（鐘江）それでは研究を専門になさっている方々もこの場に集まっていただいていると思い
ますけれども、フロアのほうで、質問、それからご意見などありましたら出していただけれ
ばと思いますが、いかがでしょうか。
（笹山）この春まで学習院大学におりました笹山です。ただいま王先生からは、唐の長安城
と、それから日本の平城京との比較を、非常に細かい、数々の点で御指摘いただいて、大変
興味深く拝聴しました。それから、佐藤先生の報告のほうは、東アジアの都城の大きな流れ
の中で、藤原京というものを位置づけられて、そしてあの藤原京というものを通じて、東ア
ジアの都城の特質と申しますか、そういうところまで、きちんと把握していただきまして、
大変教えられるところが多かったのですが。一つだけ両先生にお尋ねしたいと思っておりま
すのは、佐藤先生のご報告の中にもありましたけど、羅城の問題ですね。ずっと都城の外側
を巡っている羅城が無いということが、やはり日本の都城というものの非常に大きな特質だ
と思うんですけれども。本当にこれは日本の王権と申しますか、支配層の持つ特質と関わっ
てくるんじゃないかと、そんなことが私には思われるんですけれども、その点について王先
生と佐藤先生とですね、お二人のご意見をうかがえれば、非常に幸いだと思っている次第で
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す。
（王）先ほどの佐藤先生のご紹介の通り、中国の都の羅城は、煉瓦で作った高い城壁があり
ます。日本の場合ですね、無かったという結論は、私が今考えるところでは、まだ早いかも
しれない。なぜかといえばですね、昔、日本では中国の制度を模倣する時には、そのまま
じゃなくて、その国に役に立つ場合にすぐ取ります。役に立たない場合は、捨てます。とに
かく、選んで外国の文化を受ける。城壁の場合、日本は、たぶん「柵」としてこの周りに木
を立てて、囲んだ可能性があります。臨時的にその木で囲って、紐を締めて誰でも入れない
という状態ですね。もし、そういう木を立てて作った物があれば、この城壁に当たる物じゃ
ないですか。問題は、こういう物は残っていない。もちろん、1300年前のことですから残っ
ていない。ですから、今ですね、日本の研究者が日本は城壁、羅城、そういう制度は受けな
かったとする結論には、私は賛成しない。そういうふうに考えています。よろしいでしょう
か、先生。
（笹山）はい。日本書紀では、難波宮に羅城を築いたという記事がありますから、まったく
無かったとはおそらく考えられないわけで、作る試みはしたんだろうとは思うんですけれど
も。今のお話は大変興味深く拝聴しました。
（佐藤）平城京の場合は、やはり南面の羅城門とその両脇のところまでと考えられているよ
うですが、南面にもう少ししっかりとあったという見解も最近出ておりますけれども、ただ
四方の全体を囲む羅城はないわけです。先ほど言いましたように、私は新羅の慶州は、そう
いうあり方と似ているのではないかと思っております。ただし慶州の場合には、盆地の周り
の山々に、山城群が置かれて取り囲んでいるということがあります。平城京の場合は、西側
に高安城があるぐらいでしょう。あるいは、九州の大宰府、「遠の朝廷」と呼ばれた大宰府
の場合は、大宰府の政庁のある北側に大野城があって、南西に基疑城があって、南東に最近
山城がまた発見されておりまして、大野城と西側の山脈との間は水城で取り囲むということ
で、阿部義平さんのように、全体として羅城的に防御線が一これは四角い形ではないので
すけれども一あったのではないかとする見解もあるわけです。ただし、やはり、飛鳥、藤
原京あるいは平城京の場合は、羅城というものが、きちんとした形では営まれなかったこと
のほうを重視すべきです。慶州などの場合は、おそらく周りの防衛線が存在したということ
と、もう一つは笹山先生がおっしゃったような王権の構造との関係からいけば、おそらく伝
統的に貴族合議制の体制が強く残っているというようなことがあるのかなという気もいたし
ます。その分、日本の場合は、畿内では東の方だと三関があたりますけれども、西に対して
は朝鮮式山城がポッポッと並んでいるという体制でしかないわけです。けれども、そういう
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ものをもって羅城相当の機能を果たそうとしたのだろうと思っています。いちおう、蜂火も
設定していますので。ただ、朝鮮半島の場合はすぐ近くに、高句麗の場合でも「詰城」とい
いましょうか、そこに立てこもって、実際階の大軍を追い返したり、唐の大軍にも長いこと
抵抗できるような山城があったわけですけれども、そういう本格的な山城が日本の首都では
やはりないのではないかと思っております。むしろ逆に笹山先生のご意見をうかがいたいと
いうところで、これくらいでご容赦いただけるとありがたいです。
（鐘江）もうお一方ほど、　　・お二方お手を挙げていただきましたので、お二方にお聞きし
たいと思います。
（田原）田原と申します。王先生にお聞きしたいのですが。今日は階から唐の長安城の話が
主だったわけですけども、それの参考になったのが三国の時代のころのものともおっしゃっ
ておられましたけれども、楚の国なんかの場合には、城壁を作って、その城壁がどちらかと
いうと土を版築上に盛って、そして土手を作って四方を固めたというようですが、それが長
安城の場合には、羅城を、壁を作ったということで、敵に備えたということになるわけです
ね。黄河文明と長江文明なんかとを比べておりますと、長江文明のほうが古かったんじゃな
いかなんていう話も聞かれるわけです。そうすると、同じような、そういう土手のような堤
防が、四川省のあたりでも多く見られるわけですよね。ですから城壁を作る、その長安城が
できる以前の古い時代には、城郭っていうのはだいたいどういったものだったかというのを、
分かる範囲で教えていただければありがたいと思います。それからもう一つはですね、せっ
かくの都市機能ですから、下水道設備なんかはどんなふうになっていたのか。水はもう、絶
対いるものですから、都市の中で生活する3万人とか5万人とか、そういう人たちのために、
下水道関係のことはどういう風にして行われていたのか。
（王）まず第一の質問に答えます。今まで、中国の都の都城のプランは、研究によりますと
三つの形に分けられます。先ほどの一番古いものですが、1997年に韓国のソウル大学でシン
ポジウムがありました時に、私は中国の都城制について話しましたが、そのとき私は、中国
の都は漢時代にはいずれも四方的な形だとしました。こういう形は、先ほど私が言いました
ように、実は陵墓制と密接な関係がある。これは別の問題です。第二の点はですね、三国時
代の都を発掘しました。皆さん、三国志はよくご存知ですね。その魏の都の鄭北城。この都
は、二つの区画になります。まず宮城。これは住む所ですね。それから皇帝が住む所は一番
北側。例えば日本の松林苑は、この部分に当たる。こちらは貴族の住む所です。南の方は、
ふつう里坊。長安城の場合、108里坊ですが、こちらは4つの里坊しかない。三国の次の都
である北魏時代の都は、これは発掘したんです。宮城はこのあたりです。真ん中をちょっと
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北に移しています。これは、時代に従って順々に北の側に移動するということが明らかにな
りました。特に、三国の魏の時代には、ほとんどその北側にある。階唐時代になると、全部
北側に移したんです。これが第一の問題です。第二ですが、水のことですね。この南の方に
山がある。山の露とか雨をよく利用して、この城壁のこちらから水を引いて、こちらへ真っ
直ぐ通して、そちらから宮城に入ります。うちの大学はこちらです。太平坊。昨年ですね、
私が責任者として発掘したんですが、「せいみんきょく」（民政局？）が見つかりました。こ
れはやっぱり水を引いて、都市の皆さんの水の問題を解決する。よろしいでしょうか。
（鐘江）もうお一方に、お願いしたいと思います。
（矢沢）矢沢と申します。浦和、さいたまに住んでますけれど、出身地は長野県の飯田市で
す。いま盛んに馬の遺体のことで問題になっておりまして、同時にあぜち古墳の銀製耳飾り
と、それから石室が、金官加耶に似ていると白石太一郎先生などが書いておられたと思うん
ですが。ちょっと佐藤先生に、私の最も初元的な質問です。百済を、先生が「ヒャクサイ」
とおっしゃいましたですね。それからもう一つは、新羅を「シンラ」、まあ最近は白村江を
「バクソンコウ」とよく言ってますけれど。先生が意図的にそう読まれているのか、あるい
はこれが学界の一つの通用として通っているのか、ちょっと私は初めてお聞きしたので、そ
のことをお聞きしたいと思います。まことに初元的な質問で恐れ入ります。
（佐藤）和訓すれば百済が「クダラ」、新羅が「シラギ」、高句麗は「コウクリ」、というこ
とになるかと思います。私がシンラ・ヒャクサイ・コウクリと読んでいるのは、大学院のこ
ろ武田幸男先生のゼミに出て以来なのですが、一応『日本書紀』の対朝鮮半島の諸国観、『日
本書紀』の歴史観にとらわれないようにしたいという気持ちもありまして、音読みするとい
うことです。韓国では、「シルラ・ペグジェ・コグリョ」となるわけです。まあそれを漢字
音で置き直したのがそれぞれ「シンラ・ヒャクサイ・コウクリ」ということです。それほど
他意はないと思っていただいて結構だと思います。
（鶴間）ありがとうございました。もう3時間近くなろうとしておりますけど、最後に
ちょっと一言、述べさせていただきます。ここに「奈良・平安の都と長安」という、今から
20年前に出された日中合同シンポジウム、古代宮都の世界という本がございます。私も20年
前に、聴衆として参加しました。その時にされた議論は、先ほど岸俊男先生の話が出ました
けども、ほんとにプラン上の問題で、中国のどこに藤原京の源流があるのかということで、
北魏の洛陽城を採り上げられたり、汝南城とどう違うのかと、そういう議論がされました。
20年経って、今日のお二人の先生と先ほどお休みの時にもうかがったんですが、もうすごく
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進んでいるんですね、中国についても。ですから今ではこの時の議論がもう通用しない時代
に入っていまして、本当は一日かけて新しい議論をすべきテーマだと思うんですが、今回は
ほんとにお二人の先生のお話を中心に、3時間ほど時間を取りましたけども、これはまだま
だ大きな問題が沢山ありますので、いずれまた私たちも考えたいと思います。今日はとりあ
えず、最新の研究成果を我々に教えていただいたということで、締めたいと思います。
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